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保険とは何か？－リスクを顕在化してみよう－
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　保険とは何か？と聞かれて、皆さんはなんと答えますか？「万が一の時に備えるもの」、「何かしらの損害が生じた場合の穴埋め」、「安心を得るもの」・・・・・・・・・・・・・。どれも間違えではありません。日本に保険の考え方を初めて紹介した福澤諭吉は『西洋旅案内』の中で「災難請合－インスランス－」という表現で、「平生無事の時に人より割合の金を取り、万一其人へ災難あれば、組合より大金出して其損亡を救う仕法なり。其趣旨は、一人の災難を大勢に分ち、僅の金を棄て大難を遁るる訳にて・・・・」と述べています。つまり、保険とは将来起こるかもしれないリスク（危険）に対し、予測される事故発生の確率に見合った一定の保険料を加入者が公平に分担し、万一の事故に対して備える相互扶助の制度だということが言えます。
とまあここまでは、教科書的な定義になる訳ですが、これを知っていたところで「・・・で、それが何か？」となると思います。そうです。この事が言えたとしてもせいぜい酒の場の雑学王で終わりです。大切なことは、皆さん一人ひとりにとっての「保険とは何か？」あるいは「保険をどう活用するか？」ということになります。
企業においては、リスクを効果的に処理するためのリスク・マネジメントという経営管理上の手法があります。詳細は記しませんが、簡単に言うとこの手法には二つの側面があります。第一は事故の予防と軽減を目的としたリスク・コントロール（リスクの制御）。第二は事故が発生した後の資金繰り計画を意味するリスク・ファイナンシングです。家庭内に置き換えてみると分かりやすいかもしれません。病気の予防のために食事に気をつけたり、運動を意識的に行う。自動車の運転に自信が無いので、慣れた道での買い物時程度に運転を限定する。夜、就寝前に必ず火元や電源を確認して床に入る。これらは、リスク・コントロールになります。また、これらのリスクに備え、貯蓄や保険に加入することは、リスク・ファイナンシングということになります。
　皆さんも何らかの保険にご加入のことと思いますが、「何でその保険に加入」し、「何でその保険金額」なのかお考えになったことはありますか？保険に加入するということは、リスク・ファイナンシングの一手法ですが、これは経済的側面からのリスク・マネジメントです。「何の保険にいくら入ろうか」と考えた場合、まずその前提として「どのようなリスク」が想定され、そのリスクが現実のものとなった時「どのぐらいのお金が必要」となるのかを明確化する必要があります。
　例えば、生命保険（死亡保障）に加入しようとする場合、主たる稼得者の死亡による収入の喪失というリスクに対して、「いくらの保険金額」で保険に加入するかは、その後の生計費がいくらくらい必要かを認識しなければなりません。そのためには、
· これまでの収入の把握。

· 現在の金融資産残高。

· 住宅の事情。（所有か賃貸か、所有の場合の資産価値、ローンの有無等）

· 残された遺族の生計費（子供の教育費等含む）、子供が独立するまでの期間。
· 遺族厚生年金（または遺族基礎年金）でいくら貰えるのか。

· 会社の制度で補償が得られるものはないか。その場合、いくらか。
· 葬儀費用等その他の出費は、いくらくらいか。

等々

これらの出入りの差における「足らざる部分」が自助努力としての保険加入ということになります。また、一旦契約した後も状況の変化に応じて見直しを行うのが良いでしょう。（一般的に子供の成長に応じて以降の必要生計費は減少していきます。）保険金額３，０００万円とか５，０００万円という金額は、決してその人の「命の値段」ではありません。あくまでも経済的側面から導かれた必要となる金額ということになります。
　皆さんも時間がある時に一度、これらのことを調べられると良いかもしれません。ただ、生計費・教育費の相場の変動や社会保障の制度の複雑さから正確にこれらを把握することは難しいかもしれません。そのような場合は、専門家のアドバイスを受けることが有益です。
　富士電機グループに勤務されている方やＯＢの方は、会社の制度としてライフステージに応じて見直しがしやすいメニューが用意されており、これらを活用したりお近くのＦＯＬＳ）保険担当者にご相談なさるなどして、ご自身の状況に応じた保険選択をしてください。
　今回は、生命保険（死亡保障）を例に取りお話をさせて頂きましたが、自動車保険や火災保険等の損害保険についても考え方は同じです。つまり想定リスクが現実のものになった時にどのぐらいの損害が生じるのか（リスクの顕在化）を認識したうえで、最適な内容で保険に加入するようにしてください。そうでないと万が一の時に十分な補償が得られなかったり、過分に保険に入っているがために無駄な保険料が発生しているという事態になりかねません。どの保険に入るか、どのくらい入るかは、リスクを顕在化するところから始まります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会保険労務士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイナンシャルプランナーＣＦＰ（Ｒ）　藤田　浩二
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